
・ 付着稚貝数が増加しました。
・ 付着数が低調のまま推移する可能性もありますので，分散しながら
採苗器は多めに投入しましょう。

《調査結果の概要》 調査日：５月２６日（火），２７日（水），６月１日（月），２日（火）
○北部海域（唐桑～歌津）
・ 調査地点の表層水温は14.3～15.0℃，10m水温は11.6～12.3℃であり，昨年と比べると表層
で約1℃低く，10mではほぼ同じでした。
・ 唐桑（只越），岩井崎で付着稚貝数が増加しました。また，本吉（蔵内）で付着稚貝が確認さ
れました。
○中部海域（十三浜～女川）
・ 調査地点の表層水温は13.3～14.1℃であり，昨年とほぼ同じでした。
・ 女川（出島，寺間）で付着稚貝数が増加しました。また，十三浜（大指）で付着稚貝が確認さ
れました。
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次回の通報発行は６月１０日（水）の予定です。

表 浮遊幼生等調査結果

県外情報
岩手県(6/2) ・付着稚貝数は低調に推移している。

〈特記事項〉 ・ 例年と比べ浮遊幼生数及び付着稚貝数が少なく，付着盛期の判断が難しいことから，
分散投入を心がけましょう。
・ 付着稚貝の減耗を防ぐため，なるべく総針のタマネギ袋を準備しましょう。


